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高畝 +深植区 慣 行 区

1  は  じ  め  に

ハイプリッドカラーは,福島県においては高冷地を中

心に栽培されてお り,有力な夏秋期産地を形成 している。

しかし,こ の 7～9月 出荷の作型の場合,高温多湿による

草勢の衰えや鞠腐病の多発が問題 となる。また,球根は

次の栽培での再利用が一般的であるため,再利用率の低

下は,購入球根の多くが海外からの輸入球であることか

ら大きなコス ト要因となる。

これまでの本県の研究により,生育,切 り花に悪影響

を与えず軟腐病発病を抑制する地温および土壌水分条件

は,平均地温 25℃以 下,土壌 pF値 20～22であること

が分かつている 。。本研究では,これ らの条件を栽培現

場で再現する栽培方法を検討 した。

2試 験 方 法

(1)試験年次 :2003～2005年

(2)試験場所 :旧福島県農業試験場 (郡山市),同 いわき

支場 (い わき市),同 冷害試験地 (猪苗代町)

(3)供試品種 :「キャンティJ,「センセーションJ,「 ホッ

トショット」,「ホフイ トゼム」,「プラックアイ ドビュ

ーティー」

(4)試験区の構成 :球根定植lyaは 5～ 6月 ,N― P―Kの施

用量は各 06～ 1 0kg/aと した。灌水は,上壌 pF値

23以上を目安に実施 した。

1)高畝栽培試験

試 験 区    畝 高  球根定植深度

高畝 +浅植 20-25 cm  tL¬F10cm

高畝+深植     20～ 25 cm 地下20cm

低畝+浅植 (慣行)  10 cm  地下10cm

● ●

高畝栽培の模式図

2)簡易隔離床栽培試験

3 試験結果及び考察

高畝栽培についての調査結果を表 1に示 した。軟腐病

発病度は,全試験区で低い水準であつたが、高畝+浅植

区においては慣行区の 10～35%と なつた。切 り花の本数 ,

品質および球根肥大率からみた生育は,慣行区と同等水

準となつた。蜘腐病発病度の減少は,高畝化による排水

性の向上によつて土壌 pF値が好適範囲に近い条件で維

持されたためと考えられた (図 1)。 また,球根付近の

地温低下を目的とした高畝+深植区では,低下幅は浅植

比 05～ 10℃程度と小幅であり (データ省略),軟腐病

発生率も慣行区と差がなかつた (表 2)。 生育面では ,

弱小茎の減少および花茎長の長化等のメリットが得 られ

たが,深値により花茎基部が自化 して外観品質が低下し

た (表 2)。
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試 験 区 供 試 品 種

+浅植 ホフイ トゼム

10-100)

ホ ッ トシ ョッ ト

ホワイ トゼム

発病程度指数 0:無発病 。1:地上部生育良好、球根一部のみ腐敗・2:地上部生育並、球根半分腐敗
3:地上部欠株、親いも腐敗・4:地上部欠株、親いもおよび子いもともに腐敗
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低畝+浅植   98 773  88  357

2)花茎最下部の色素のない部位
3)t―test *:5%水 準で有意差 ns :有意差なし
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表2 球根植付深度の影響 (2004年 )
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次に,簡易隔離床栽培についての調査結果を表 3に

示した。簡易隔離床 +地中冷却区においては軟腐病の

発病は全く認められず,平均地温は冷却管による地中

冷却により最大 37℃低下した。また,軟腐病発生率

は,品種間差がみられたものの概ね,慣行区>簡易隔

離床区>簡易隔離床 +地中冷却区の順となる傾向を示

したことから,簡易隔離床および冷却管による地中冷

却の軟腐病抑制効果は高いと考えられた。切 り花につ

いて,品質に試験区間差はなかった。 しかし,本数は

簡易隔離床とした 2試験区においてやや減少したこと

から,簡易隔離床による根域制限および局所的な過乾

燥等の弊害の可能性が考えられた。

今回開発 した地中冷却管付き簡易隔離床は,19mm直

管,ビニレール,ビニクロス,20mm塩 ビパイプ,ジ ョ

イント,防根透水シー ト,あぜ波シー ト等で構成され ,

資材費は圃場 10a当 たり約 8万円となった。この他 ,

冷却用水 としての地下水の確保が必要となる。

4 ま と め

「高畝栽培」は,排水性の向上により上壌 pr値を好

適範囲に管理することができる。さらに,「 簡易隔離床

栽培Jは,外部からの水分浸潤の遮断および積極的な

地温上昇の抑制により,栽培土壌の水分および温度を

好適範囲に同時管理することができる。 これ らの栽培

法の導入により,切 り花品質を維持 しつつ軟腐病の発

病抑制が可能にな り,経営安定に寄与する。
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